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「世界水の日」に考える、付加価値の高い水が持つ可能性とは？ 

浄水に関する新たな自社研究結果を発表 

 

飲む。浴びる。洗う。水は毎日の暮らしに欠かせないものです。株式会社 LIXIL（以下 LIXIL）は、水の価

値を高めることが、生活のクオリティ向上にもつながると考え、水まわり製品のリーディングカンパニーと

して、節水や水の循環、浄水技術などを通じて、水の可能性を追求しています。また、水栓と浄水に関する

独自技術を保有する世界有数の企業として、水の環境価値創造への貢献や、一体型浄水栓用の高性能でコン

パクトなフィルター開発など、LIXIL ならではの強みを事業に活かしています。 

2021 年 12 月には常滑と東京にある浄水技術の研究開発施設を増強し、「セラミックフィルター、活性炭、

ろ過膜を利用した浄水材料の先端研究の推進」「浄水製品の開発」「各国の規格に準じた社内テストの実施」

「浄水が味覚、美容、健康に与える影響の研究・分析」という 4 つの分野に注力してきました。 

その中でも今回、浄水が毛髪や肌の健やかさを保つ上で重要である、という新たな知見が得られたため、日

本薬学会にて報告することといたしました。 

 

「飲む・浴びる・洗う」浄水に対する取り組み 

 

■飲む水としての浄水：おいしい水へのこだわり 

官能評価と機器測定を用い、水そのものだけでなく、お茶、炊飯米、出汁の味への影響を検証。 

 

■浴びる、洗う水としての浄水：肌や毛髪をケアする美容的側面 

毛髪や肌を健やかに保つ科学的なエビデンスを獲得。 

日本薬学会 第 143 年会（札幌）にて以下２つの演題を発表予定。 

・水道水中の残留塩素が毛髪表面の微細組織に与える影響 

・水道水中の残留塩素による角層タンパク質の官能基への影響 



 

■浄水とは 

水道水は、衛生面から、蛇口での遊離残留塩素（以下残留塩素）濃度を 0.1mg/L 以上保持することが法令

で定められています。衛生確保のためには残留塩素が必要ですが、一方で、カルキ臭の原因である残留塩素

は味やにおいに影響するほか、毛髪や肌へのダメージも懸念されています。この残留塩素などの不純物を、

浄水器によって水道水から除去したものが浄水です。 

 

■飲む水としての浄水：おいしい水へのこだわり 

天然のおいしさのカギは「セラミックフィルター」と「活性炭」  

LIXIL は浄水カートリッジのフィルターに天然素材から作られたセラミックを採用して

います。細孔をもつ天然素材のセラミックのフィルターで濾過した水は、まろやかで臭み

のない、岩清水のような天然のおいしさを生み出します。そして、セラミックフィルター

とともに、おいしい水づくりに不可欠なのが、有害物質を吸着する活性炭です。長年にわ

たって培った技術により、独自に活性炭をブレンドし、高品質の浄水カートリッジをつく

りあげています。LIXIL はセラミックフィルターの製造、活性炭のブレンド、そしてカ

ートリッジの組み立てに至るまで、すべてを自社（国内）で製造しています。 

 

30～40 代女性に、LIXIL 浄水・国内製ペットボトル水

・海外製ペットボトル水・水道水の飲み比べを実施し

たところ、「LIXIL 浄水が最もおいしい」という回答を

いただきました。 

 

 

味覚センサーで味を数値化、おいしい水を追求 

味覚センサーを用いて様々な水の味を研究した結果、LIXIL では「水がおいしい」と感じるためには「苦味

雑味」を取り除くことが効果的であると考えました。さらに研究を重ねた結果、LIXIL 浄水は市販のペット

ボトル水と同等の低い雑味であることが判明しています。 

 

<水> 

浄水を使った飲料・調理品への効果 

飲料・調理品に浄水を使うことで、味の変化が味覚センサーの評価で示されています。 

比較 1：東京の水道水と、東京の水道水を

オールインワン浄水栓（浄水カートリッジ：

JF-20）にて、浄水したものを比較。 

比較 2：各エリアの水道水（東京・大阪・新潟）と、各エリアの水道水をオールインワン

浄水栓（浄水カートリッジ：JF-20）にて、浄水したものを比較。 

関東地区在住の30～40代女性106

名に、4 つの水を飲み比べて頂き、

最も美味しいと感じた水を選定。

LIXIL 浄水は、水道水をオールイン

ワン浄水栓（浄水カートリッジ：JF-

22）にて、浄水したものを使用。 

https://www.insent.co.jp/product/


 

＜緑茶＞    <炊飯米>   ＜昆布出汁＞ 

 

■浴びる、洗う水としての浄水：肌や毛髪をケアする美容的側面 

LIXIL は浄水を飲む水としてだけでなく、浴びる、洗う水としても

着目し、毛髪や肌への効果検証に積極的に取り組んでいます。また、

毎年学会にてその研究成果を発表しており、今年も日本薬学会

（3/25～3/28）にて、毛髪と肌に関する２つの演題の発表を予定

しています。 

 

 

残留塩素が毛髪に与えるダメージとは 

毛髪の最外層に存在するキューティクルは、毛髪内部を保護し、毛髪の質感や見た目の美しさを保つ役割

を持っていますが、日常生活の様々な外的要因（紫外線、ブラッシング、ドライヤーの熱など）で容易に

損傷してしまいます。 

LIXIL ではこれまでに、水道水の残留塩素によってキューティクルが損傷することを報告してきました

が、その経時的な損傷過程は不明でした。 

 

【学会発表】毛髪表面の経時変化の詳細な観察に成功 

今回、残留塩素によるキューティクルの経時変化の様子を、FE-SEM(電界放出形走査電子顕微鏡)で観察し

ました。残留塩素により、キューティクルの段差が無くなる様子が観察され、また、キューティクル表面

には微細な凹凸が生じる様子も観察されました。さらに、白色干渉顕微鏡によって、これらのダメージの

経時変化を定量化できる可能性を見出しました。一方で、浄水ではこれらの評価でダメージは確認され

ず、健康な毛髪を保つことが示されました。 

LIXIL 浄水は、水道水を浄水栓（浄水カートリッジ：JF-43N）にて、浄水したものを使用。 

髪表面を電子顕微鏡で観察した画像 
 
1800 分通水後（水道水使用）は表面のキ
ューティクルが変化してしまっている。 
 

【評価条件】 

30 日使用と仮定し条件設定。これを 12 回繰り返し、

1 年使用相当の試験を実施。 ［条件 通水流量：

8L/min、通水時間：150 分、乾燥方法：ドライヤー、

乾燥時間：10 分］ 



 

キューティクルの観察画像 

 

 

 

【学会発表】残留塩素による肌タンパク質の変性を新たに発見 

LIXIL ではこれまでに、水道水程度の濃度の残留塩素で

も角層のタンパク質がカルボニル化（酸化の一種）され、

乾燥などを引き起こすと言われる角層バリア機能の低

下を招くことを明らかにしてきました。一方で、残留塩

素は高い酸化力を持つため、カルボニル化以外のバリア

機能の低下の要因も考えられます。そこで、角層タンパ

ク質の様々な官能基と、肌機能に重要と考えられる角層の疎水性に着目し、その関係を検証しました。 

その結果、残留塩素による種々の官能基の増減による角層タンパク質の変性や、それによる疎水性の低

下が確認されました。このことから、水道水中の残留塩素によるバリア機能低下は、カルボニル化以外

のタンパク質変性の要因にもなっていると考えられました。そのため、水道水の使用により、肌は日常

的にタンパク質の変性リスクに晒されており、残留塩素を除去した浄水の使用は、皮膚の健康維持の観

点から重要な意味があると示唆されました。 

 

前腕内側から採取した角層の蛍光顕微鏡結果 

【評価条件】 

30 日使用と仮定し条件設定。これを 12 回繰り返し、1 年使用相当の試験を実施。  

［条件 残留塩素濃度：1.0 mg/L※、通水流量：7.5mL/min、通水時間：150 分、乾燥方法：風乾、乾燥時間：10 分］ 

※厚生労働省健康局長通知に基づく水質管理目標設定項目の目標上限値 

【評価条件】 

被験者の前腕内側部にシャワーを当て、角層を採取。角層の蛍光顕微鏡観察で画像を取得し、解析ソフトで輝度値の数値化を実施。 

［条件 残留塩素濃度：1.0 mg/L※、シャワー流量：5 L/min、シャワー時間：5 分、水温：40 ℃、被験者数：5 名］ 

※厚生労働省健康局長通知に基づく水質管理目標設定項目の目標上限値 

 



 

LIXIL は、水の価値を高め、水やその他の資源の持続可能な利用を促進する最先端の浄水技術を開発する

ことを通して、誰もが願う豊かで快適な住まいの実現に向けて貢献していきます。 

 

 

＜参考 URL＞ 

■浄水栓の選び方：https://www.lixil.co.jp/lineup/faucet/hint/w_purification.htm 

■浄水器内蔵キッチン水栓：https://www.lixil.co.jp/lineup/faucet/water-purifier/ 

■浴室用浄水シャワー：https://www.lixil.co.jp/lineup/faucet/shower-purifier/ 

 

 

 

 

About LIXIL 

LIXIL は、世界中の誰もが願う豊かで快適な住まいを実現するために、日々の暮らしの課題を解決する先進的なトイレ、

お風呂、キッチンなどの水まわり製品と窓、ドア、インテリア、エクステリアなどの建材製品を開発、提供しています。

ものづくりの伝統を礎に、INAX、GROHE、American Standard、TOSTEM をはじめとする数々の製品ブランドを通して、

世界をリードする技術やイノベーションで、人びとのより良い暮らしに貢献しています。現在約 55,000 人の従業員を擁

し、世界 150 カ国以上で事業を展開する LIXIL は、生活者の視点に立った製品を提供することで、毎日世界で 10 億人以

上の人びとの暮らしを支えています。 

株式会社 LIXIL（証券コード: 5938）は、2022 年 3 月期に 1 兆 4,286 億円の連結売上高を計上しています。 

LIXIL グローバルサイト：https://www.lixil.com/jp/ 

LIXIL Facebook（グローバル向け）：https://ja-jp.facebook.com/lixilglobal/  

LIXIL Facebook（日本国内向け）：https://www.facebook.com/lixilcorporation 

https://www.lixil.co.jp/lineup/faucet/hint/w_purification.htm
https://www.lixil.co.jp/lineup/faucet/water-purifier/
https://www.lixil.co.jp/lineup/faucet/shower-purifier/
https://www.lixil.com/jp/
https://ja-jp.facebook.com/lixilglobal/
https://www.facebook.com/lixilcorporation

